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今後のマスク着用を含む新型コロナウイルス感染症対策について 
 

国は、新型コロナウイルス感染症対策におけるマスク着用について、３月１３日をもって「個人の主

体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねる」ことを基本とした方針を示しました。また、５月の

連休明けからは、新型コロナウイルスの感染法上の位置づけが、「２類相当」から「５類」に移行するこ

ととなっています。 

このことを受けて、本学における今後のマスク着用を含む新型コロナウイルス感染症に関する対応

策を下記のとおりとしますので、協力をお願いします。なお、今後の感染状況によっては、下記の方

針を変更する可能性もありますので、その際は改めてお知らせします。 

 

記 

 

１．４月からの学内における対応 

 （１）検温・消毒の実施、「三密の回避」について 

     感染予防の観点から、これまでと同様に定期的な検温・消毒の実施及び意識的な「三密の回避」 

をお願いします。 

 

（２）授業時のマスク着用について 

   授業時にマスクを着用するかどうかは、学生各自の判断に任せます。ただし、教室の広さ、学 

生間の間隔の確保（約１ｍ程度）ができるかどうか、換気の状況、授業形態などにより、各教員が 

マスク着用を促す場合があります。例えば、「グループ活動において対面で意見を出したり、作業 

をしたりする場面」や「集団で歌を歌う場面」などが考えられます。そのような場面では、マスク 

の着用をお願いすることがありますので、その際は協力をお願いします。なお、そのような場合 

に備えてマスクは常時準備しておいてください。 

 

（３）授業時以外のマスク着用について 

   休み時間などにおいて、近距離で会話をする場合や食事を対面でとる場合などもありますが、 

マスクの着脱は学生各自で判断してください。 

 

 ２．公共交通機関利用時のマスク着用 

     乗車時の混雑や換気の状況を見て学生各自で判断してください。なお、マスクなしで大声で 

   会話するなどの行為がないように十分留意し、周囲の乗客に配慮してください。 

 

 ３．公共交通機関利用時のマナー 

     このことについては、一般市民から、特に「バス内における乗車マナーが悪い（座席を譲らな 

い、大声で話す、飲食・化粧をする）」という指摘をこれまで受けてきました。そのような指摘を 

受けることがないように十分に注意してください。 


